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1.予ども会の意義

子ども会とは,仲間と活動を共有することによって,その子の,その子が参加している

集団のより望ましい成長を意図したコミュニティ活動で,地域を基盤とし,仲間集団のも

つ形成力と活動を通しての成長を統合し,よりたくましい子ども,子ども集団を実現しよ

うとする活動である｡家庭や学校では与えることが困難な,しかも子どもの発達にとって

不可欠な経験を与えることを目的としており,小学校1年生から中学校3年生を会員とす

る地域を基盤とした異年齢集団で,彼らの活動を指導する指導者とその活動を側面から援

助する育成着から構成される｡これは社団法人全国子ども会連合会(以後全子連という)

が下した子ども会甘ちついての一応の定義である1'｡

子ども会の原型は自然発生的な遊びを中心とした仲間集団であるが,経済の高度成長に

伴う社会の大きな変化はこうした子ども集団にも大きな影響を与えた.各種開発ほ子ども

から自然を,遊び場を奪い,マンパワーポリシィに伴う受験体制の強化は子どもから遊び

や仲間を奪ったといえば言い過ぎだろうか｡遊びや仲間の破壊の進行とともにそれらがも

つ人間形成的意義が注目され,行政上の指導もあって各地で子ども会づくりが強力に推進

された｡

社会教育審議会は昭和46年4r月30日に｢急激な社会構造の変化に対処する社会教育の

あり方について+と題する答申を出すが,その中で少年期を小･中学生期としておさえ,

家庭,学校および社会の三つの場で生活し,それぞれの場から重要な教育作用を受けつつ

成長していくところに,この時期の人間形成の特赦が見られるとし, ｢社会教育としての

少年教育は,少年が地域社会等でさまざまな経験をもつことによって,家庭や学校には期

待しをこくいものを体得するところに独自の意義をもつものであって,ここでは年齢の異な

る集団での役割分担,協同意識にたつ生活訓練,自然の中での遊びと鍛練,興味,関心の
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持続的追求などが重視され･すべての活動が少年の自発性にたって展開されるところに特

色がある｡少年教育の最も素ぼくな活動ほ,少年たちが近所の友だちといっしょに自由に

遊ぶ姿に見られる.むしろこうした遊びがじゅう革んにもたれるようにすることに少年教

育の大事な課題があるといってもよい.+-といっているが,子ども会はまさにこうした課

題に応えようとするものである｡

社会教育審議会建議｢在学青少年に対する社会教育の在り方について一家庭教育,学校

教育と社会教育との連携-+ (昭和49年4月26日)紘,最近の急激な社会構造の変化に

よって,青少年を取り巻く教育環境が大きく変わり,青少年の多くが自然との接触を望み

ながらその実現が困掛こなっている,余畷を星外での身体的な活動に当てることを志向し

ながらも,実際削ま室内で過ごしていることが多い,､学校の内外において数多くの親しい

友人を求めながらも･実際には少数の友人に限られている,学校とは別個の組織である青

少年団体-の参加を志向しながら,実際には加入している老が極めて少ない,と青少年の

志向と彼らの実際の生活とのズレを指摘し,青少年の豊かな人間形成のためにはこうした

ズレを蒐服し,これまでの学校依存り教育を政戦家庭･学校･社会の連携の必要性を蘇

調している｡そして少年に対する社会教育の役割に関して, ｢この時期における社会教育

の主眼ほ,少年が身体的活動-の関心や知識琴,冒険心などを高め,自発性に基づく多面
的な活動を展開し･特に,仲間との集団活動を通じて家庭や学校では期待しにくい学習体

験をもつことによって,その成長発達を促すところにあるといえよう｡すなわち,少年が

家庭や学校環境の制約を離れて自ら考え決定し,実行するといういわば自己や力を試すこ
とを通じてその自発性を育て,また,年齢の異なる仲間との集団活動を通じてその社会性

を養うところ甘こ･瀧会教育独自の役割があるということができる.+といっているが子ど

も会活動のねらいもここにある｡

比較的最近に出された社会教育審議会答申｢青少年の徳性と社会教育+ (昭和56年5月

9日)は,人間性豊かな人格を形成するた捌こは生涯の各時期の発達課題を達成すること

が重要だとし,少年期の発達課題として活動性と自発性の達成をかかげ次のようにいって

いるo ｢少年期になると･･いろいろなことに興味や関心卑もつようになり,自分で考え,

自分で決めて実行しようとするoこの時期は,しだいに目的意識を伴う活動になり,自発

的に目標を設定して活動性を発揮するようになる｡しかし,今日の少年は,戸外での遊び

や異年齢の仲間との活動などが少なくなっているとともに,親の過保養の中で活動性,自

発性を発揮する生活体験の幅を狭められている｡したがって,少年期の活動睦や自発性を

伸長するために,家庭でほできるだけ少年の自由意志による自己決定を大切にし,それを

責任をもって遂行するよう助力する｡また,集団活動では,例えば,活動内容などについ

て計画の段階から少年たちを参加させ,自己決定を含む活動計画を作成するとともに,計

画の実施においても少年たちが仕事を分担L,協力して自分たちの力で成し遂げるよう指

導するoこのようにして少年が活動性や自､発性を達成し,積極性,創造性,連帯性などの

基礎を身につけてしt'(
o+

子ども会の意義について,社会教育審議会の答申等が少年期における社会教育の必要性
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とその課題について述べていることを通して眺めてきたoまた,青少年問題審議会は｢青

少年と社会参加+ (意見具申昭和54年7月5日)で, ｢青少年の側には,社会的,民主的

人間としてしっかりした自己形成を遂げ,自己並びに他人-の信頼感に裏付けられた連帯

感を持って生きるという課題があり,民主社会の側にほ,新しい時代への展望を踏えつ

っ,青少年の創意とエネルギーを受け入れていくという課題があるoこの両者の課題を同

時に果たすためには,今, (青少年と社会参加)を真剣に取り上げることが急務であるo

っまり,青少年が進んで社会に身を置き,そこで自主的で主体的な役害桁動をすることで

ぁり,そうした態度を育てることである○青少年にとっても,社会にとっても,それが,

今,最も必要な課題であるo+といっているが,子ども会はこうした社会参加の第一歩と

もいうことができる.家庭や学校のように親や教師に管理･支配された生活からほ身につ

けることができないが,豊かな人格の形成に不可欠な主体性や連帯感,自己決定能力など

杏,自分たちの生活を自分たちでつくりあげていくことを通じて獲得していくのであるo

少年たちのたくましい成長に必要なこうした活動ほ同時に少年たちのコミュニティ形成-

の参加を意味している｡少年期という発達段階からして彼らの活動がそのままコミュニテ

ィの形成に結びつくというのではない.しかし･たくましい子ども会を実現するためには
地域の大人の理解と協力が不可欠で,子ども会づくりは大人の連帯づくりであり,子ど

も会の育成は地域づくり,地域の教育力の向上にとって戦略的位置を占めているといえ

る｡

子ども会の意義･役割について見てきたが･現実の子ども会はそうした期待に応えてい

るだろうか｡

2.子ども会の現状一間悪と解決の方向

まずはじめに子ども会会員数の伸びについて一瞥しておくo全子連が結成されたのが昭

和40年8月であるが;当時どれだけの会員がいたのか詳かでないが, 2年後の昭和42年

全子連傘下の子ども会会員数は約316万人と報告されている.その後会員数は順調に伸び●

10年後の昭和52年10月31日現在では7,473,393人となっており,これは小･中学校在

籍のほぼ2分の1に当るo更に5年後の昭和57年10月31日現在では会員数は8･348,865

人で一段と参加率を高めている.この数は小･中学生を合せた数であるが,これを小･中

学生別に見ると,もっとも県によってはこれを分けずに一括し報告しているところがある

のではっきりとした数ほわからないのであるが,小･中別に報告しているのを集計すると

小学生は6,905,968人で,これに対して中学生は895,457人と,ほぼ8‥ 1の害蛤で,中

学生の参加の割合の低いことが知られるo この会員数に対して指導者数は1･013･546人

で,単位子ども会2'数ほ141,883であるから単純に計算すると単位子ども会の子どもの平

均会員数は約59人で,これを7人の指轟者が指導している,ということになるo子ども

会を地域を基盤として成立するものだ桝こ単位子ども会の会員数も地域毎に多様で,筆者

が行なった調査に-よると会員数30名以下22%, 31-50名25%･ 51-70名15%･ 71-

100名10%, 101-150名10%, lらl-200名7%, 200名以上9%であノった3'.子とも会の
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会員数に見られるように子ども会は位の少年団体を大きく引き離している4'のであるが,

子ども会の組織,活動内容,その成果等はそれぞれの子ども会毎に多様で,常時活動し,

さきに見たような子ども会の目的を達成しているものから,子どもが主人公になるどころ

か,ここでも子どもが管理･支配されている子ども会までその格差は大きい｡

子ども会は地域を基盤として組織され,その活動にも地域の特質が反映されるので,あ

る子ども会で問題とされることが別の子ども会でもそのまま問題となるということではな

かろうが,ここでは子ども会に一般的に見られ,子ども会が目的としているものを実現す

るうえで支障となっている事柄について一瞥しておく｡
･吐

まず組織とその運営に関わる問題であるoさきにもふれたように単位子ども会ほ,子ど

ち,指導者5',育成老6'から成るが,それぞれに問題をかかえている.例えば子ども集団

であるが,自治的に活動を進めていくために話し合いの機会がどう保障され,役割がどう

分担されているか,そうしたことを明記した会則のもとに活動が展開されているか,とな

るとかならずしも十分でなく,子ども会の主人公ほ子どもといわれながら主人公として活

動できない遠田ともなっている｡ノ主人公となることを阻害しているより大きな原因は活動

を指導する指導者,側面から支える育成老のあり方である｡指導横能と育成壊能は分離さ

れ,それぞれを別な人が担うこ-とが,特に指導者は指導能力のある人が担うのでなけれ

ば,子どもが主人公となるどころか,子どもを管理･支配の対象にしかねない｡子どもが

6年生になるとその母親が育成会の役員になる,指導者を置いた方がいいらしいというこ

とでそのうちの何人かが指導者という肩書をつける,しかし何をやったらいのかわからな

いので昨年度の活動を踏襲する,一年たって次の人と交替というのでほ,子ども会に大き

な期待をかける方が無理なようである｡指導者の選任,その任期,指導能力を高めるため

の研修のあり方等問題は多い｡指導者が伸び伸びと活動できるのは育成老の支持のもとに

おいてである｡地域の大人の総てが,少なくとも会員である子どもの親が子ども会活動の

趣旨に賛同し協力態勢を組むのでなければ,活動の効果は期待しがたい｡しかし現実には

会費は払っているがあとは育成会の役員におまかせといった育成者が多いし,子ども会活

動に理解を示さずその時間があったら勉強をという親も決しく少なくない｡育成会自体が

会則を持ち,役割を分担しながら事業をすすめる,といった育成会に支えられて子ども会

はその目的を達成できるのである｡_

活動内容及びその展開に関しては次のような問題が抱摘できるo既にふれたようにあま

り自信のない指導者が義務として活動を展開するとなれば,昨年やったことの繰り返えし

ということになる｡今年はじめて参加した子どもにとってほともかく,その他の子どもに

とっては新鮮味に欠け面白さの薄いものにならぎるをえない｡春の新会員の歓迎会から始

まって-イキング,夏のキャンプや海水浴,花火大会,秋のスポーツ大会,冬のクリスマ

ス会や餅つき大会,お正月の凧あげ大会といった行事中心の活動ということになるoこう

した行事を無事終えるということが指導者の最大の関心であるから,子どもの創意工夫を

引き出そうといったゆとりほなく子どもは単なるお客様になるか,ああしなさいこうしな

さいと指示･命令し,子どもを管理･支配することになる.子ども会でなく｢大ども会+と
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か｢親ども会+と皮肉られる原因はここにある｡一生懸命考え工夫してやってみる,うまく

でき仲間もそれを認めてくれた喜びは何ものにも替え難い｡大きな感動である｡子どもの

成長は感動の深さに比例しているのではないか.子ども会活動に要求されるのはこの感動

である｡これは能力にふさわしい活動を全力を投入して行ない,その成果を正当に評価し

てくれる仲間によってもたらされる｡もちろん時によっては大人の励ましや慰さめも必要

であろう｡が,最も重要なことはその活動を通じてその自己実現にある｡成長の証を子ど

も自身確認することにある｡活動の選択にあたって重要なことは子どもの興味･関心,鰭

力等にふさわしいものということになる｡子ども会という集団で取り組む活動だからとい

って誰れもが同じことをしなければならないという理由は何もない｡､むしろそれぞれの子

どもの特性に対応して役割を分担しながら助け合って一つのことをなしとげる,というと

ころに子ども会の特質がある｡しかしいつも全員が集まって一緒にというわ桝こもいかな

い｡子ども会の効果は仲間が集まって活動を共有するところにある｡すると年何回かの行

事といった子ども会のあり方から日常活動を重視する方向-転換する必要があろう｡層動

の質の重要さはいうまでもないが頻度も極めて重要な意味を持っている.いつも一緒にや

っているということが仲間意識や能力を育てることになるのである｡そうしたさい子ども
会の基礎集団としての宜や興味や関心に対応したクラブを導入することは子ども会活動の

活性化に効果的であろう｡既に見たように小学生に比べて中学生の子ども会への参加率は

極めて低い｡中学生を会員としてはかかえていても活動-の参加となるとさっぱりという

子ども会も少なくない｡それほ何故か｡理由ははっきりしている｡学校の部やクラブ活動

が忙しく,また進学準備で時間がないということも理由の一部にほ違いないが主たる理由

ではない｡現実の子ども会活動が中学生の興味･関心に応えることができない,彼らを引

きつけるだけの魅力に欠けるからである｡異年齢集団の持つ人間形成力を高め,また子ど

も会を自治集団として捉え,自治能九 自己決定能力の形成を子ども会活動に期待するな

ら中学生の子ども会-の参加ほ極めて重要であるが,そのためにも子ども一人ひとりの

興味･関心･能力にどう応えるかということを基礎において子ども会の活動内容,展開方

法を多様化･合理化する必要がある｡

以上,今日の子ども会がかかえている問題の一端にふれ,その間題の克服の方向につい

ても言及してきた｡しかしこれまで述べてきた事柄は特別目新しいことでも何でもない｡

むしろいいふるされてきたことである｡にもかかわらずなぜ子ども会活動の実態は変わら

ないのか｡これまでの取り組みがまちがっていたのか｡それとも着実に改善されているの

だが期待水準が高いためにこのように見てしまうのだろうか.

全子連ほ全国各地の子ども会がそれぞれに子どものたくましい成長に大きな意味を持つ

ものとなるべくいろいろな活動に取り組んできた.例えば各種の会議･協議活動,研修活

軌調査･研究活動,出版活動,保険活動等を行っている7'が,そこを貫ぬく練れには特

徴が見られる｡初期を特徴づけるのが指導者論である｡豊かな子ども会活動は指導者から

ということで,指導者の資質,能九研修等が問題とされたoその成果が『子ども会指導

者研修基準』であるoこの指導者論の次紅来るのが活動内容･方法論であるo子どもは括
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動を通して成長するのであるから,活動そのものが問われなければならないという訳で,

これは『子ども会の活動内容を考える■』として結実している｡以降,これらを軸にしなが

ら,ジュニア`リーダー,育成会,中学生,連合組織,安全等の問題がとりあげられ今日

に及んでいる｡こうした流れの中で特筆すべきは金子連設立十周年を記念して,全国子ど

も会活動振興研究会(以下振興研という)が設置されたことである｡全子連が主催してい

る会議は情報交換･研修的色彩が強く,研究という点ではものたりないものがある｡全国

各地で子ども会に直接たずさわっている指導者が集い,かかえている問題の解決へ向けて

研究することほ,子ども会活動の振興に大きく寄与するであろう,との期待を担って出発

した｡第1回振興研では各県子速から3名の研究員が集い,あらかじめ提出していたレポ

ートに基づき,子ども会活動にとって今何が問題かについて話し合い6つのテーマを遠出

し,テーマ毎にグループに分かれて研究協議をした｡ 6つのテーマとは,ジュニア･リー

ダー･指導者･育成会,子ども会の内容と方法,連合組織の目的･あり方,安全指導と対

策･であるo研究成果を持ち帰えって実践しそれを持ち寄って活動の望ましいあり方を明

確にしようということで別かれたが･明くる年集まった時には研究員のかなりの暑が交替

し,研究の連続という点でほうまくいかなかった｡そこで第4回目から研究会の持ち方を

大幅に改め,研究員を特定し3ケ年継続して研究することになった｡

子ども会活動の科学化を目指して金子連をはじめ各県子連では熱心に取り組んできたと

思うが･単位子ども会の実態ほ旧態依然たるものが多い.そこにはいろいろな理由が複雑

にからみあっているだろうが,大きな理由として,指導者の条件ほ何か,ジュニア,リーダ

が育たないのは何故か,活動をどう選択しどう展開するか,斑活動のあり方は,というよう

に一般論としては研究協議し知識を蓄賛してきたが,それを単位子ども会での実践を通し

て検証するという点では不十分であったことがあげられるo理論と実践との帝離である｡

もちろんこのことに気がつかなかったわけではなくつとに強詞はされていたが決して十分

ではなかったoそれにほ各種会議や研究協議に参加する人は各県子連のトップクラスの方

で,一方単位子ども会はたまたま指導者にされたという人が指導しており,その間の距離

ほ大きく何回かの研修会で埋められるものではなく,口でいうのはともかく実践と結びつ

けて研究を進めていくことは非常に困簸であるという事情が働いている｡

そこで3ケ年にわたって継続される研究では,これまセの研究によって由らかにされた

子ども会の望ましい姿と,いろいろな問題を,かかえている現状の単位子ども会との距離

杏,どこからどう縮めるかというテーマに取り組むことにした｡単位子ども会の問題はあ

るべき子ども会像との比較において発見されるo理想像との距離が大きければそれだけ問

題だということになろうか.そこで第4向振興研(56･9.13-15)でほ子ども会診断の視

点を作成した｡それを各研究員は各地に持ち帰えり,その視点を通して単位子ども会の問

題をさく..り･その間題の解決を試みる,そうした実虚を持ち寄って視点や問題解決方法の

妥当性について検討を加え.3:うというわけであるo第5回振興融(57.9.10-12)はこの方

向でもたれたo診断した処方纂を書きそれに基づいて治療し,その成果を持ちよって視点

や解決方法を開発するというところまでほいかなか‾った｡診断でとまどったというのが本
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当のことかもしれない｡ ｢子ども会の現状を病的と判断するかどうか,自覚症状がない場

合が多いので一層ややこしくなる｡+ ｢より問題点と思われることは,これらの病状(問題

点)を単位子ども会の指導者も育成会役員も意識していないということである｡+これら

は研究員のレポートの一部であるが,これが現状の子ども会であるから｢この診断は,そ

れぞれ,O子ども会に内在している問題点をさぐり,指導者や育成関係者に周知させ,問題

点を意識させるためには大変効果的であったと思います.+ということになるo 第5回振

興研の具体的な成果としては第4回振興研でづくった単位子ども会及び子ども会連合組

織8)に関する診断項目の修正･整備に止まったが,以下報告するのがそれであるo

3.子ども会活動診断の視点

子ども会活動の診断表は,単位子ども会と連合組織の診断表から成り,それぞれその組

織の現状を大まかに捉えた基礎蓑と各領域にわたって細かい点にまでわたっている診断の

視点から成っている｡単位子ども会診断基礎表は,子ども会,指導者,育成会,それに安

全会9)に関して組織のあり方や活動の程度を問題にし,単位子ども会診断の視点は,子ど

も会々貞,会長･班長,ジュニア･ 1)-ダー,集団指導者,育成会の現状を計184の視点

から捉えようとしている.子ども会連合組織診断基礎表ほ,市区町村連合体に焦点を合わ

せてその実態を明らかにしようとするものであり,連合組織診断の視点ほ,役割,事業内

餐,運営機構,事務局体制の現状を計52の視点から捉えようとしている｡

ムー.今後の取り組みについて

これらの視点から単位子ども会や連合組織の現状を捉え直し,どこにどんな問題がある

のか,それはどうすれば解決できるのか,といったことを明らかにすることによって子ど

も会活動の科学化を促進しようとするのが研究のねらいである｡そのためには明確にしな

ければならない事柄や解決されなければならない課題が多くあるが,診断の視点との関係

からむま次のような問題に応える必要があろう.

その1つは診断のための判断の基準の明確化ということである｡望ましい子ども会像を

想定してそれと子ども会の現状との距離を測定し,その距離が大きい場合その子ども会は

その事柄に関して問題をかかえているということになるわけだが,子ども会としての望ま

しいあり方が必ずしもほっきりしていないし,どの程度のズレを問題と見なすのかもはっ

きりしていないということである｡例えば｢(163)広報活動は充分行われているか+とい

う視点があるo'どの程度の活動が行われていれば充分といえるのか.広報紙の有無による

のか,発行回数によるのか｡そうした形式的なことよりもその中身の方が重要だという意

見もあろう｡受け車の広報に対する期待とその評価も判断の重要な材料になろう｡そうな

ると充分かどうかそう簡単には判断は下せない｡現時点では子ども会活動振興研究員が長

年にわたる経験に基づいて判断しているので,ある程度適切な判断であると理解してもよ

かろうが,子ども会むこついて何も知らない人にとっては判断の下しようがない.後にもふ

れることだが,はじめて子ども会育成会の役員になった人が,､自分の子ども会がどん転問
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Ⅰ-1単位子ども会診断基礎表
(年月El)

千

ど

ち

負

琵件名(ふ少がな･) 任所〒子ども金額魂

団体(町,自治会,PTA,その他)

施設(公民館,児圭銘,その他)
年月日発足

TEL-一任意()

会長名(ふ少カ;な) 会則:あb(B[J親) 地域類型_

男･女

(歳)
なし-原EEl よ杜汲桔都市,(団地,住宅地軌商業地軌工場地域)

会長:′J､名,中名,(未就学児名)

坊主こ一il-平均…費
係(重点会): タラ7':

針名(うち未就学児名)

入会手続:みり,なし会見名簿:あ少,なし

あ■b一俵名(人)

なし

･あ9一タラ7'名(人)
なし■

会ぁ苦二i真人あ.たb_岩
なし-十原因 年霊草喜….千-釈;支出-'董婁董喜妻主糊妻
役鼻:会長1名,鞄会長名,書記名,会計■名■,班長名,係(要点会)の長名.クラブの長名,その他

･三-芋生)'*'(早年&B'二三B*デ)I(/年ヨ(年生)(年生)(年生)()全車:総会臥役兵舎臥班会長臥班会幸臥その他

(月)()()()()

E)標･計画:年間目標;あb,なし年間の主な事業(別添)

)
I

i ニな堰芋茎bL:;…弊豊;≡⊥Li?も聖賢名計･`小学生〉名))
単位子ども会のJ.L:

才旨

串
集酢等二2hZい名き,軍,ht芸名那(男^･女人'

30代〝()()30代〝

者 4脈〝()()40代〝
50ft〟｢1｢1SOfe〝

育

成

会

団体名(ふbがな) 任所-:千

TEL--

会則あb(別添)

なし(庶困)

年月日発足

会長名(ふ畑を)男･女
会者:経基臥役員会乳癌長会臥係(重点)金臥その他

(歳) (月),(),(.),(,),-㌔()

会長:名班:.係(委員会):役負:会長1名,任期;年

藍三oA軍三≡,i…芸乙一‡l-芸ド準,･愚妻その他(.･,)
全霊…一†重人'1鯛?た喜
t(干こか?'･･い-くら)

年間予井稔坂円支出: 主な事業(別添)
収入:金井収入･円･主な内訳･･■運営費.円

事業牧人円()清助手円

雲若霊昌‡三謂毒円
円･(･)円
円()円

安

全

負

初

美

入一寸

力n^

子ども全会員 iB, JI L 名,指導者 名.育成会長 名,計

安全会乗の集め方:

氏名
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ト2 単位子ども会診断の視点

B]子ども重々ji

1.参 加 状 況

(1)金具の対象範囲の現状姓どうか｡

(2)子ども全入食事はどうか｡対象忙なる子ども比すべて入会して

レ､るか｡

(3)子どもたちQi,自ら進んで子ども会托入会したかo

(4)上く参加する子,欠席がちな子の割合紘どうかo

(5)子ども会参加-の親の理字はどうかo

2.会JL 恵 一

(6)金井乾L毎月きちんとおさめているかo

(7)子ども会の目的やねらいをエくわかって活動托参加してV}るかo

(育成者･指尊者旺きく)

(8)会員軸互の友だち関係仁L うーくいってい‾るか.

(9)班長や会長を上(助けて.みんをと島力してたのしくグループ

の活動をすすめているか｡

叫 班長ヤ会長紅いわれた仕手ヤきめられた仕事を兼任もって果た

してt(るか｡

色D 子ども金や班のきせわを上く守って活動しているか匂

3.着 h 状 況

噛 子ども余市事陀.子ども会々点吐進んで参加ナるか○

脚 堆活動q2,定期的にもたれているか｡班長の参加状況はどうかo

84 これらの活動に魅力を感じて参加しているか｡その満足産紘ど

うか｡

鳩 行事括免ヒL子ども会々長の意向カ叶分忙生かされたものであ

るか｡

㈱ 会長相互で係を分担して.それぞれが進んでその仕事紅と少組

んでいるか.

的 その儀分遵法,うまくな与れているか｡

4.着地を託していかに成長しているか｡

00 遊びの種類が豊書になったか.

49 子どもたち吐,以釣エ少明るくのぴのぴして楽しく生活を送っ

てレ,るかo

O1以前ユタ友だちが多くを少.伸上くやっているか.

帥 子ども会活動の成果が,家庭生活に上V,結果をもたらしている

と親比1ろこんでいるか｡

幼 子ども金活動の成果が,学校においてもエい影書を与えている

と教師も評価しているかo

餌 住んでぃる地域について,子どもたちki,関心をもつようにを

ったか｡

軸 子どもたちqL子ども食紅入って,成長投降で評価できるもの

がひとつでもあるか｡

圧】金玉･班長

1.役 割

鱒 班長吐,班単位把民主的に選ばれているか｡

59

納 会長の選び方臥みん夜の意向が反映できるようをしくみで選

ばれているかo

申 子ども金線会の席上で役員の紹介や暴認がなされているか｡

㈱ 会長はだれ,班長はだれというように,会の役員について･す

べての会員推よく知っているかo

紳 役員の遠出を吐じめ,運営に当ってtf,会則にそって行われて

いるか｡

00 次の役員吐､,よくその役割を家裁してすすんで仕事忙と少組ん

でいるかo

① 会 長 ◎ 副会長

◎ 班 長 ⑥ 副班長

③ 手 記 ④ 会 計

◎クラブの長

⑧ 係(委員会)の長

¢カ会長は,その役割を十分に吐たし･役員･班長･会員カlら親し

まれているか8

¢う班長吐,班員から親しまれているか○

鱒 役員間,班長間の連携や^間関係結うせくいっているか｡

2.活 動 内 容

朋 子ども会活動の軒面壮･だれがどうやって決めているかoそれ

は,会員一人ひと少の意向が十分に生かされているかo

的 活動内容は･かたよっていないかo J{ランスを考えて行ってv}

るか｡社会活臥文化活臥体育･スポー､ツ括臥科学括軌奉

仕活動,生産活動などを通して見直してみようo

oe 子どもたちの発達鹿階をふせえた活動が行われているかo

紳 子ども会活動が目的にそって重点的に行われているか｡

紳 その意酷からも･行事の稚遵が必要だと考えられるが･その取

少組みがなされているか｡

餌 食負の欲求諌盤とともに.会員にとって必要な課藍もお少こん

で計画が進められているか｡

的 班会議,班長会蕎等の話し合いで姓･鍵鼻同志の意見ほ活発に

だされているカ)o

幽 日常活動をしているか｡やっているところでは,どんな内容かo

的 活動妊,集少やナい日時を選んでやっているか｡それ妊･子ど

もたちが集まカヤすい日か.おとなの都合旺あわせてやっていな.

いか｡

的具体的な活動準備蛙,主にだれが行っているかo子ども会々見

や鐘長の主体性を生かして行っているか｡

叫1年間の活動をふまえて･企画単軌実h･反省,壱己郎で･

会長･班長の手でどれだけ出来ているかo

的 行事別にみて,子どもたちの参加にムラがをいか｡

綿飴の子ども会(班)との交流があるか｡班長吐他の子ども金の

班長との交泳があるか.会長は･他の子ども会の会長と交泳があ

るか｡

的 班の集会で,子ども全会般把ついてエく話がなされているれ
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的 活動中や日常生活を含め,年長者が年少者の面倒を11くみてい

るか｡

的 反省会は必ずもたれているか.そこでの話し合いはその後の活

動に役立てているカ>.

軸 夜長金,班長会で話し合われた事項など,班長を通してよ(班

長K:知らされているか｡

6D 会長から班長へ,班長から会長へのノ:イブがうせく通じあって

いるか｡

的 行事活動の安全には,どのように気をつけているか｡

的 中学生紘,子ども会に魅力を感じてよろこんで参加しているかb

64 中学生は,中学生の立場からその役割を果たしているか.

田 中学生は,どんな活動に参加してぃるか｡

輪 中学生ヤ小学校高学年の参加がふるわをいのは,どこに原因が

あるのか｡

6j)金i&の場所は,決一っているカl｡その場所総連切かo

軸 地域陀,子ども会活動の場として利用できる施設があるかどう

が掌握卓れてぃるかo

69 校庭開放や学校施設等は.効果的忙使われているか｡

3. t 戚 研 ♯

軸 単位子ども会の中で,会長･班長の自己研修の機会があるカ1.

自らを高めようと勢力しているか.

6iI会長･班長の研修会に喜んで参加しているか｡

6?研牲内容は.その後の活動にゎかされているかo

63 研修後のアフターケア-が出来ているかo

64 伊佐の実施時期吐適切であるか｡

69 後継者の♯成壮.常に配慮卓れているか｡

60 会長･班長の自己研修把必要をテキス[.資料などはいつでも

手にして使用で卓るよう把なっているか｡

4.ジュニア. 1J-5r-,稚斗着とa)粥鎌

節 子どもの自主性を育てる立場から,集団指尊者の指導助言姓適

切か｡

68 会長･班長壮,ジlニ7･ I)-ダーに依存していをいか. ｢また

摘草者托対して比どうか.

69 会長･班長の親の理解は,得られ七いるカ▲o

印 育成者の子ども会へめかかわ少壮うーくいってぃるか.

5.そ の 他

内 学校の校外指事との連絡･協力吐うまくいっている■か｡
,

内 金長･擾長把対する教師の理解吐どうかb
､

内 特男雌育活動(帝活) ･帝活動など,学校数育活動と子ども会

活動との調隻連絡はうまく出兵ているカユo

q4 他の少年団体把同時に加盟し七ぃる子どもたちの子ども会活動

参加が,本人(■会長･班長)に過重を負避妊なっていないかo

内 達合粗鉄にエる子ども全行手に.会長･班長吐どのょう把参加

しているか｡

･義 行

B]ジュ-7･リーダー(約d･

I,ユニア･･,-ダー-C,耶〕1.書鹿･研書

㈹ 単位子ども会の中でt}Aニア･ I)-?--を育てる気持があるかQ

qD 単位子ども会の中で,ジ1エア･ I)-ダーを育てるために, ,E

んな努力をしているかo

例えば ① 会長･壊長をジiニ丁･ 1)-ダー-つ毛ぐ工夫

② 中学生への配点

③ 研偉会への参加をうなボナ､

④ 親の理解を得るよう忙している など

㈹ ジAニ7'･ I)-?--の研修へどん75:子どもを参加させるか｡

例えば ① 希望者か

② こちらから依痩する場合仕どんを子カ▲

Q9 どんな研修に参加するか.

① どこの主催か｡

@ どん75:対妻忙対してか(人政,学年,男女)

(参 時 期(期間を含む)

④ 場 所(会場を含む)

⑨ どんな(7'E7グラム,形態など)研修を行.,て由

るかo

⑥ 適当計帝はだれかo

⑦ 経井蛙どうしているか など

00 その研修の内容等陀ついて,指事者,育成者吐恭如しているか｡

申D 訴習(研偉)を受けた者忙活動の葛を保拝しているかo

輸 ジェニ7'･ I)-?I-の♯成という視点から宿動陀対して指導助

育をしているか｡

2.棚･着地内容

♯ea 1}11=丁･ I)-ダー吐,どんな役割を果しているか｡その中で

中心的な役割比何か｡

例えば ① 実技(ゲーム,ソング,スポrブ,クラフトなど)

の古事

⑧ プログラムの企画･立案

③ 壊活動等の指事

､店)成人指尊者と子どものJl'ィブ役
⑥ 相故に応じるなど

兼糾 それぞれの役割の遂行に自信があるか｡

栽榊 主として,どんな役割を期待されていると思うか｡

♯軸 その期待に応えているか.

集約･}lニア･リーダーが2人以上いる場合,役割分担吐どうなっ

ているかe また,その関係はうまくいっているかo

散軸 子ども会活動の毒草をする時間をどのようにつくっているか.

時期別(季節又は月別)負連士

89 成人指尊者として,どんな役割を期待しているか｡

00 その期待K応えているか.

08 どんな領域で.どんなズL/がある力も

3.稚斗者･育成者との的虎

(92) L}-エア･ i)-ダーの衝臥その活動のあb万事につりて

話し合う機会がどの程度あるかo
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(93)そのさいe)コミュニケーショソの流丸の方向,その内容,

主などはどうなっているか｡

例えば ① おと75:の意見カ三強いo

② ジュニア･リーダーの意見が羊重されている○

(94) ジAニ丁･.)-ダー蕗動をどう援助し,助言してぃるか.

(95) ジュニ7･.)-ダーの活動旺満足し,彼らを倍額している

か｡

(96)指尊者や育成音吐, .}Aニア･リーダーから信頼されてい

るか｡

(97)子ども会活動を離れた填で,話し合う機会はどの程変ある

か｡

例えば 学校や人生のことをど

(98)そうした機会をつくろうと無力しているかo

(99) .}Aエア･T)-ダーの性格,弟妹,関心,能力,笹技,そ

の人柄専VCつぃてどの程度知.>ているか｡

耗(loo) ジ1ニ7･ I)-ダーの活動を通じて何が得られたかo

例えば ① 自分に自虐がもてるエう陀なった

⑧ 人前でも自由陀ふるまえる上うになった

(多 弁任感カ;強くなった

④ 明るい性格忙なった■

⑤ 子どもの気持がよくわかるよう忙なった

･
⑥ おとなの気持カ;よくわかるよう陀なった

⑦ 手聴を追IPてものととを遥ベるよう旺なった

⑧ 時間e)使い方がうせくなIDた をど

准(101) ジ>ニ7 ･

I)-ダー活動と学校生活とを両立させているカ1.

例えば ① 両立させていくための間黒点吐何か

⑧ 解決のため忙どんな努力をしているか

③ 周E]の協力はどうか など

戟(102)連合組耗の.}1エフI T)-ダー･クラブ忙参加しているカi.

戟(103) そこでの活動結何かo

敬(104)仲間づく少,紋継者づくりのため忙何をしているれ

4.葉書とその**

類(105) 何を求めてジAエア･ 7)-ダーVCなったかo

例えば ① 友だち

⑧ 子どもと一緒忙あそぷ

③ 子どもの指事

④ スポーツ･レク活動

喧)かっこいわ

⑥ 自分の成長に役立つ

⑦ 地域把役立つ など

楽(106) .}1エア･ I)
-ダーの魅力吐何か｡

漁(107) L}ユニア･ I)-ダーであること把希りを持ってL^るかo ど

んなことが帝bの源泉となるかo

韓(108) 誇少が持てなぃとするとそれ吐なぜか.

敬(109)将来,成人指導者として子ども会活動にかかわ少続けるbl.

5.そ の 他

糠(lュo)活動の力点は単位子ども余れ連合息軌のジAエア･ I)-

ダー･クラブの活動か｡

敬(111) ･}1ニア･リーダ-の活動に関して.家族特陀両親の理解

と協力はどうか｡

染(112)学校(校長)や適任.クラブの教師吐どうかo

敬(113)友人吐どうかo

戟(114) 近麻の人たち比どうかo

漁(115) これらの人たちに,理解･協力を得るため忙どん夜ことを

しているかo

例えば ① どんな知らせ方をしているか

② 話し合ぃは十分しているか など

敬(116) その効果性どうか.

母集 団 措斗者

1. *団斥g書の有無

(117) あなたの子ども会VC,専任の集団指導者といわれる人がい

るか｡レーる場合忙比,その任期の有無

(118)専任の集団指導者がいる場合,どんな人がなったカゝo

(育成会役員から, PTAから,書少年指尊者から,自治会

から,地域把住んでいる教負から,特技指導者から, I.L出

身者から,その他)

(119)いない場合,その役割を適っている人比だれか.

(育成会役且, S.L, I.L,特技指導者,その他)

(120)集団指導者の役割を遭う人がいをい場合,それ比なぜか｡

2.指串内容および指事上の錬篤

(121)集団指尊者(ま赴は,その役割を担ってぃる人)紘,どん

な役割を果しているか｡

① 子ども会の目標を理解し,活動に対する指串･評価をし

てぃる｡

② 子ども会の金額把出席して指導している.

③ 育成会の会議旺出席して助言してぃる｡

④ .}iエア･り-?--の相談･助言にあたっている｡

⑥ 年間計画･行事計画を立てる場ve出席して指導･助首し

ている.

⑥ 子どもの金具忙ついて,育成会負と話し合いをしてV,る

(一人ひとbの子どもの変化･成長,班の活動など)

⑦ 特技指事者と適切な速けいをとっているo

⑧ 子ども会をすすめるうえで･学校と速けいをと?でいるか｡

⑨ 集団指導者同士の速けい･交流をはかっている.

⑳ その他の活動は( )

(122)上のような活動を遺して,どんな点忙やbがいを感じてい

るか｡

(123)子ども会を指尋する旺当って,どんな負担や障寄を感じて

いるか｡ (活動時間,固執指導能h,対人開風音任問題,

協力者不足,保護者の無理晩.その他)

(124)活動上の安全につぃて･どのエうを配慮をしているか｡
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(125)安全上の兼任については,どのようVC考えてぃるか.

3. t成･研♯

(126)集団指導者を発瀕するため陀,どんなエ夫をしているか｡

(127)集団指導者を兼成するのに,どん恵方策を立てているかo

(128)集団指導者を定着させるため忙,どんを努力をしているね

(129)集団指尊者吐,鼓継者づく歩にどんを努力をしているか｡

(130)熊田指導者の拳成主体吐どこ把在っているカゝo

(131)今せでに集団指導者として.どのような研修を受けたか｡

(内容,時間をど)

(132)今後,集団指串者として,どのような研儀を希望するか.

(内容,時間など)

(133)集団指導者が研修把参加すると幸の経費絃,誰カ;鼻適して

レ､るか｡

(134)集団指導者吐,どのような手続きで委嘱されているか｡

(135)集EZ)指事者の紫格について,どう考えているか.

(社会的に認められる制ま化を,市町村長からの委嘱,市町

村長の認証,広報紙等による顕彰など)

(136)集団指導者の受賀を高めるためにどのようを方策を立てて

ぃるかo

4.ジュニア･･リーダー,特技稚i#幸とのBI併

(137) ジAニ7 ･.)-ダー-の相故･助嘗陀あたって当面してい

る謙琶吐どんをことか｡

(138)特技指尊者との遠けい陀あたって,当面している殊題比ど

んなことか｡

5.一成会との円体

(139)育成会からどんな期待がもたれているか｡

(140)集Ej]指導者から,育成会に対しての要望姓なVeかo

B]書 点 金

1.投 書q

(141) 育成会の日的吐,はっき少しているカゝo

(142)育成会の目的役割について,育成会員,役員,指事者の認

識はどうか.

(143)育成会の目的役割について,地域住民の理解はどうか｡

(144)育成会規約陀は,組織運営忙必要な事項カ;もれ夜く篭めら

れているか｡

(145) 育成会規約は,全会鼻VC配布されているかo

(146)育成会規約は正しい手続をふんで決められてぃるか｡

(147) 育成会負蛙,子ども合宿動把ついてエく理解しているかo

2.範■･運営

(148)育成会長の構成比どうなっているか｡

(149)役員の選出は,正しい手続き旺よって行われているかoま

た,役員は会員をはじめ多くの人々の支持を得てVlるか｡

(150)総会,役員会表ど吐,それぞれ民主的に行われているかo

(151)総会,夜長会などは,それぞれ計画的,継続的托行われて

いるか.

義 行

(152)役員は横壌的把ヤル気を持って任務忙当っているか.

(153)役員の役割舟軌協力関係娃どうか｡

(154)育成班などの小集団の仲間たちでよく鼓し合いを持ってぃ

るカゝ｡

(155)育成会費の金額,徴集方法は現状でよいか.

(156)括輸を行う上で財源(会費,寄付金,補助金,その他)紘

適当であるか｡

(157)子ども金棒動への軽費負適性適当カ,.

(158)経理Qi,正しくガラス張少で行われているか.

3,着 地 内 容

(159) 年間計画を立てて行われているかo

(160)清泉言己卓を亜備し,活用しているかo

(161)育成会は,よくをい遊びや,非行を発見したとき,どのエ

う陀ナるか旺ついて話し合い,それへの対兼を立てているカ1.

(162)育成会員,子どもたちの日常活動把加わ少.常VC一声かけ

るよう努めてぃるか.

(163)広報活動は,充分匠行われているか.
P

(164)育成会負の研修･親睦の境会吐もたれているか.

(165)育成会役員の研修を行ってぃるか｡

(166)育成会役員吐,研俸旺凍穣的把参加してぃるか｡

(167)子ども会の日常的な活動の場の確保吐できているか.

(168)子ども金活動把おける安全対兼比充分行われているか｡

(169)子どもたちの自主的な活動を育て上うと努めているか.

(170)子ども会の全集や行事に,出向いて子どもの声を叩ぃたb,;

子どもと一緒忙なって活動しているか.

(171) ジAエア･リIF-の必婁性を理解し,発掘につとめてい

るか｡

(172) ジ▲ニ7'･ I)-?I-の対象となる子どもを持つ親把参加を

促しているか.

(173) ジiエア･ ))-?I-把対してねぎらいの言葉や,比げまし

の言葉をかけているか｡

(174) ジ1ニ7'･ ))-ダーの学校の教師との連携吐どうか｡

(175) ジュエア･ I)-ダ-にヤル気を持たせるよう配蘇している

か｡

(176)摘草者の充実のために日頃から発据･兼成VC心がけている

か｡

(177)指尊者が常忙研さんし,活動しやナいよう配慮している力も

(178)子ども会の活動実態調査や他の子ども会の活動状況調査等

の情報の牧集を行い,指尊者-資料提供などをしているか｡

(179)育成会と指尊者の役割分担･相互連携比うまく行っている

4.そ a)他

(180)学校,行政壊開と話し合うをど連携を蘇める努力はされて

81

82

83

84

いるか｡

他の青少年団体との連携結どうか｡

青少年育成団体･成人団体との速けいはどうか.

教育委員会等行政棟開主催の計座,行事推参加しているカ主

民間の成人教育事業陀参加しているか｡
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Ⅱ-1子ども会連合組織診断基礎表
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( 年 月 日)

団体名(ふ9がな) : 発足年月日:

事務局所在地と連絡方法

T E L :

代表者氏名(ふわがな)
:

男･女( 歳)

在JR年赦..

金AIJ:あ少(別添)

なし

目 的

会長キ格:単位子ども会(

そ の 他(

会見教:子ども会々長政(

団体), ,l､学校区子連(

名)

団体),

),

市区町村内の小学生

〝 中学生

学生
一
名

学生 名

計 名

安全会加入単位子ども金載: 団体

安全垂加入着鼓:子ども会々鼻(小学生 名･中学生 名･計 名)･指導者･育或者(高校生以上)( 名)･計( 名)

役 Å:会長1名, 副会長 名, 理事 名･ 会計 名･ 監事 名･

各種委鼻会:

任 期: 年.

戟:稔金年 臥 役Å会

( 月) (

回. 季長金:

月)

会 * :

あ わ

な し

*め方;

個人,単位,地区

月 円

年 円

年間予井稔額:

収 入:会 ♯

事業収入

補助金

寄付金

その他

円

円

円

円

円

円

),

),

),

),

支 出;

運営*

＋#*

円

円

円

円

円

広報誌: (広報誌名称;
発行国恭:年 回(

あ b -----I

な し L 創 刊: 年 月 配 布 先:

月)

# :

あ 少･----◆

な し

指事者,育成者, J.L,その他

行政托おける担当練

集:目標:あ 少.な し 異な事業(別添)

(計画:あ 歩,な し

事務局

担当者

兼務･専従の別 有給･無給の別 鶴 巻 内 容

事務局長

担 当 者

市区町村人口

( 名)

地域類型

A村,漁札 都市(団地,住宅地城,商業地城,エ場地域)

氏名
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Ⅱ-2 子ども会連合組織診断の視点

I.役 割

口 車位子とも垂の着tb助成のためゐ捷肋,据斗

(1)単位子ども会の実態を正しくとらえているかo

(2)単位子ども会が伺を求めているかをとらえ,その事諸に応え■

ているか.

(3)単位子ども会の活動助成忙力点が意力ゝれているかoをお,解

決すべき課患仕表にか｡

(4)単位子ども会の未績成地境に対して,どう働きかけているか｡

口他団'kとの交流及U連絡鞘♯

(5)交流のある他EE[体vcは.どのようなものがあるか｡必要忙応

じて話し合い行事調査,協同事業をど実地しているか｡

臼I停名
区分

話し′合い

行事網圭

亀岡事業

その他

(6)連絡網韮を必要とナる団体(青少年団林,学校, PTP,自

治会等)陀対し,働きかけが行われているかoまた,反応吐ど

うか｡

区分 書少年団体 学校 PTA 自治会

働きかけ

反応

[コ行政との協IBIBEa)円#Lヒ

(7)子ども会の育成の方向について共通理解が行われてVlるか｡

(8)行政からどのエうな島カをうけているか.

担当課吐

事務処理qi

資金援助吐

場所吐

(9)子ども金活動を進めるための相互の役割分担がをされてぃる

か｡

ロ 地域連帯感を促jBさせるための活動

的 子ども会の意義や活動の重要性疋ついて,地域社会K理解を

得るよう働き2)1けているかo

8D 子Eも会の立場カゝらコミJLニチイ形成のための運動を検討し

たことがあるかo また,実際にその活動に参加しているか.

2.事 業 内 容

□ 研♯事*

Ob 系鹿的に研修が行われているか｡ (.}i.=丁･ I)-ダーを成

人指導書VC兼成するなどe )

伯 研修基準を設けているか｡せた,資格付与をしてt^るか.

色4 研修後の定着化について,単位子ども会と話し合っているれ

49 子連,県子連をどの研修会VC,研修生を進んで送b出してぃ

るか｡

[コ 領主活動

40 子ども会陀関する実態,意識調査は行われているか.

¢竹子どもをめ('る生活環境調査,問題把撞の調査,おと夜の患

歳調査比行われているかo

鳩 調査方法,活用の仕方に=夫が加えられているかo

〔コ什軸捷供藩動

89 広報誌結,よく読まれ,活用されているかo

eO 広報誌以外に資料を発行しているかo

el)全国,都道府県子連の広報誌,資料等を効果的に利用してい

るか｡

勧 広報誌や資料以外の情報捷供の方法として,どのょうな工夫

がされてぃるカゝ.

口 推考者等の凍iL

田 単位子ども金Ve指導者等の派遣を行っているか.それはどの

よう恵方法かo

糾 派丑旅費の負連吐どうしているかo

⊂]親睦･連帯を深める主税事#

田 それは.どんなものかo

(集会,行事,他地域･他随伴との交流などの内容,回教,効

果など｡ )

餌 それ吐.単位子ども会の負担陀なっていなVlか.

酌 企画陀壮,単位子ども金の意見が反映され,参加は凍極的か.

□ 安全愚息の啓尭

申 安全教育相尊者が配置されているかo

e9 単位子ども会把安全係が置かれているか｡

榊 安全対策研修会等が行われているカゝ｡

¢l)安全思想の普及Veついて努めてぃるか.

物 遠合金の主催事業等に関して安全確保がなされているか｡

e3 事故発生時,発生後の対策について体制がととのっているか亡

糾 安全会加入促進陀ついて配慮されているか.

3.■運営 棲♯

□ 粗 &

餌 単位子ども金一校区子連-市区町村子遠相互のつながり

をもった組織に走ってL^るo

餌'各種委員会,部会壮乗除VC壊乾しているかo

[コ 役 JL

即 夜具の構成配分qi適切か｡

軸 投農技,どのよう恵方法で選出声れてい声か｡その手続き姓

氏主的陀行われているか.
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[コ 運 営

e9 会則托そって運営されているか｡

㈱ 運営旺ついて役割分担がなされているかo

w 投具合比,活発な達者がをされてhるか｡ (集合状況,意見

発表状況,行動化への傾向など. )

⊂】財 政

的 自主財源の割合吐,捻予算の伺弟かo

o3 事業千の割合は.提予算の何多か.

00 安全会エ少の事番委託女性何歩か｡

4.事務局休制

ロ 主 任

僻 事務馬連曹の主体カ;包休にあるか｡

僻 事轟局業務の範囲紘どうなっているか｡なお,その処理吐,

どう行われているか｡

□ 集件14

騎 手有事♯垂綻あるかB

的 軌や書誌が設置されているか｡

鱒 文具,畿僻はどうなっているか.

ロ 人 材

榊 事務局長,事務局長の着任方法姓どうなっているか｡

6B 事務局連当者紅過重PeなってV･なぃかo

6% 事務局の業務を手伝ってくれる*'ラyティ7がいるか｡

題をかかえているかを容易に発見することが

できるようなものでないと実用にたえない.

そのためには基準の明確化-の取り組みが必

要である｡

その2は子ども会の画一化の危険性の排除

への努力である｡一定の基準から現状を判断

してここに問題がある,こうすべきだという

ことになると子ども会はどこを切っても同じ

という金太郎飴のようになる危険性が伴う.

繰り返えし述べているように,子ども会ほ地

域を基盤として成立し,その地域の子どもた

ちがかかえている問題を克服し,彼らの人間

的成長を保障する場であることを期待されて

いる.子ども会が成立する地域毎に,その歴

史的･地理的条件は異なり,社会的･文化的

状況を反映してそこで展開される人間関係･

生活は多様である｡子どもをめぐる状況が地

域毎に異なるのであるから,子ども会のあり

方,その組織や運営,活動内容等が全く同じ

という方がおかしいo さきにもふれたように

ある事柄を問題だと判断するのほ理想像との比較においてであるが,理想像ほ地域毎に微

妙に異なる.例えば子ども会の会員数を,相互の接触･協力関係,活動の共同,日常活動

の促進といった観点から, 60人(oらいが望ましくそれを5故に分けるとよいといったり

するが,一般的にほこういえたとしても,総ての子ども会をこの方向で改組することが子

ども会の進歩に連なるわけでほ決してない｡それぞれの子ども会がその置かれている状況

の中で子ども会としての目的を最大限に実現できる方向で子ども会のあり方を考えていけ

はいいのであって,子ども会の生命は地域の特質を生かすことにあるといってよい｡

その3_ほ精教化と簡便化への努力である｡両者を総合して実用化といってもよかろうo

ここで精練化というのは,これらの視点で単位子ども会や連合組織の問題点が発見可能

か,落ちはないか,相互の整合性があるか,ワーディングほ適切かといった側面である｡

簡便化というのは,精教化の結果としての視点がいかに適切であっても,それがあまり,に

も鬼大であると実用が困難であるので,視点の重要度,必要度からそれを整理･統合して

使いやすいものにしようということであるe使いやすく使って役紅立つものを志向するわ

けであるが,診断の結果をプロフィールとして図示すると問題をかかえている領域,その

程度がはっきりする実用にたえうるものにしたい.更にほ問題の発見とその解決-の努力

という実践例を積み重ねることを通して,問題解決の手順や方法にまでせまれたらと思

うoこうしたことは一朝一夕にほ期待し難いが,振興研のこの取り組みが･子ども会の指
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尊者や育成会の役員はいうまでもなく･,親や教師の子ども会を見る目を豊かに的確なもの

とし,子ども会を変え,子どものたくましい成長を促す実機となってくれることを願いた

い｡

付 三重県津公判その後について

津市河辺町四ブ葉子ども会の水死事故(昭和51年8月1日)10)の公判に関しては,.昭

和54年12月6日第19回公判で津簡易裁判所裁判官酒井康夫より被告田村マキ子に対し

て過失致死罰金5万円の判決があり,これを不服として被告･弁護人は名古屋高裁に控訴

し現在係争中であることほ｢子ども会研究(2)+で報告した｡

この事故ほ民事でも争われていたが,子ども会の指導者･育成者1ユ人と,三重県津市

に対する総額5,002万余円の損害賠償を求めた訴訟の判決が本年4月21日津地裁民事部

であったo上野精裁判長ほ11人のうち指導者田村マキ子,
-育成会々長上田昇,書記薦田

瑛子の過失を認め,連帯して526万円の損害賠償を支払うよう命じた11,｡善意･無償のボ

ランティアにも賠償責任があることを民事面でも認めたわけである｡この判決に如し43

の都道府県･指定都市子連の責任者の反応を見ると･ ｢ボランティア活動中嘩縮する+ 8人
に対し, ｢安全対策を､しっかりとった責任あるボランティア活動が発展する+ 31人(朝日
新聞調べ, 4月28日朝刊)で,刑事の判決に比して落着いて受け止められていることが

わかるo全子連をはじめ県子連等の安全教育の推進･安全をめく..る制度の強化等の成果で

あろうが,たくましu-､子どもは冒険を通して形成されるので･安全への配慮とともに活動

が強化されることを期待したい｡

筆者は全子連の専門委貞として全子遵の事業に参加しており,振興研のメンバーの一員

でもあるo 振興研の研究成果の利用を認めて下さった全子連に対し感謝の意を表わした

い｡

注

1)地域を基盤とLて成立する子ども会の実態ほ地域毎に多様であるが,概念が多極であると全
国的集会で研究討議をする場合･話しがかみ合わないので-応この様に定義した. ｢子ども会
基本用語-共通理解を図るために-+社団法人全国子ども会連合会昭和56年9月参照

子ども会の設立母体は･町内会,自治会, pTA･学校,施設あるいほボランティア等多様で
あるが･たとえば町内会によって設立,維持され,.その町内に居住する小中学生からなる子

ども会を単位子ども会というoこの単位子ども会は,会員である子ども集団と指導者,育成
着で構成されるが･子ども会活動を進める上で必要な目的,事業,役割,財政などすべての

機能を持った独立した組織である｡
拙稿｢子ども会ジュニア･リーダーの意識と実態+社団法人全国子ども全速合会,昭和55年

9月｡

主要な少年団体の団員数についてみると,昭和55年現在,日本青少年赤十字1,524,200人,

スポーツ少年団704,300人,ボーイスカウト293,900人･ガールスカウ卜′85,000人,海洋少
年団33,000人となっている(『教育年鑑'81』ぎょうせい,昭和56年)0

子ども会における成人指導者の種類として次のようなものがあり,主として次めような役割

を担当しているo集団指導者-集団づくりに関する揖導･助言,プpグラムの作成,展開に

2)

3)

4)

5)
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かかわる指導･助言,ジュニア･.)-ダー等に対する指導･助言o 特技指導者-子ども会活

動の内容をなすスポーツ･ゲ-ム,創作,芸能等の実技面の指導.総括指導者-いわゆるス

ーパーバイザー的指導者で,各指導者や育成老との連絡･調整,行政機関や関係団体との連
絡･交渉(単位子ども会よりも子ども会の連合体に必要な指導者である)｡以上が成人の指導
者であるが,子ども会にはジュニア･リーダ-がいて重要な役割を果しているo成人指導者

や育成老と子ども集団を媒介するとともに,子どもと活動を共有することを通じて彼らの相
談･助言にあたる.全子連では中3までを会員としているので,ジュニア･リ-ダーは高校

生相当の年齢者をいう｡会員と年齢が接近しているだけに,心情や活動を共にすることがで

き,子ども会活動の活性化にとつて重要な存在であるo

6)育成者(会)の役害帖,子ども会活動が効果的に展開されるように物的･精神鰍こ援助する

ことであって,具体的には活動の場や必要な用具の確保･整備,ジュニア･
1)-ダーをはじ

め各種指導者の発掘･養成,広報活動,学校など関係壊閑･団体等との連携,社会環境の改
善などである｡育成者相互の協力国係の強化,研修等もその重要な役割であるo

7)全子連の役割･機能等については拙稿｢子ども会研究(1)全子連の役割を中心に+横浜国立
大学教育紀要第18集, 1978を参照｡

8)単位子ども会の活動をより豊かなものにするためにほ･その単位子ども会の力だけでは解決

できない,例えば指導者の問題や安全会の問題,行政や他団体との連携など多くの課題があ
る｡これらをより広い視野から協力して解決し,単位子ども会活動をより振興しようとする

のが,市区町村,県の連合組織である｡

9)子ども会安全会ほ相互扶助の精神に基づいてつくられたもので,子ども会活動中の事故に対
して見舞金を支給するが,主たるねらいほ子ども会活動-の積極的参加を通じて安全能力を
身につけさせるという安全教育の強化にあるo子ども会安全会ほ,都道府県･指定都市子ども
会安全会と全国子ども会安全会から成りたち,それぞれの段階に応じて子ども会活動の振興

と安全教育の推進に関する事業に取り組むと同時に,活動中の傷害･疾病に対してほ都道府
県･指定都市子ども会安全会から,後遺障害ならびに死亡に対しては全国子ども会安全会か

ら見舞金を支給する(詳しくは『子ども会活動の振興と安全』全子連昭和54年3月参照)o

10)奉仕の精神に基づく子ども会の指導者に刑事責任を問うことができるか,子ども会活動は萎
縮するのでほないかと当時世間の耳目をあつめた｡事故の様子等についてほ前掲拙稿｢子ど

も会研究(1)+を参照｡

ll)津市四ツ葉子ども会民事訴訟の判決についてはその全文が月刊｢子ども会+昭和58年6月号
に掲載されている.


